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携
組
織
（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
）
の
課
題
と
展
望

一　

大
学
連
携
組
織
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か

　

全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
す
る
組
織
は
二
〇
〇
七
年
八
月
現
在
、
三
八
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
そ
の

数
は
増
え
て
い 

　

大
学
連
携
組
織
が
作
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
少
子
化
に
起
因
す
る
一
八
歳
人
口
の
減
少
で
あ
る
。
一
八
歳
人
口
が
一
二
〇
万
人
時
代
を
迎
え
る
二
〇
〇
九
年
を
目
前
に
控
え
、
大

学
間
競
争
が
激
化
し
、
大
学
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
る
。

互
酬
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か
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学
連
携
（
市
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二
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二
つ
目
に
、
地
方
公
共
団
体
の
大
学
連
携
組
織
の
支
援
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
は
大
学
が
地
域
社
会
を
構
成
す
る
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、

そ
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
連
携
組
織
の
創
設
が
他
の
連
携
組
織
を
作
ら
せ
る
と
い
う
競
争
効
果
で
あ
る
。
よ
そ
に
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分
た
ち

も
作
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
競
争
意
識
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
大
学
を
取
り
囲
む
環
境
の
変
化
に
加
え
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
制
度
的
な
改
革
も
大
学
連
携
組
織
の
結
成
を
推
進
し
て
い
る
。

　

大
学
審
議
会
は
一
九
九
八
年
、『　

世
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
（
答
申
）』
の
中
で
「
地
域
社
会
や
産
業
界
と
の
連
携
・
交

２１

流
の
推
進
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い 

同
じ
答
申
の
中
で
、「
単
位
互
換
及
び
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
習
に
つ
い
て
単
位
認

定
で
き
る
単
位
数
の
上
限
が
三
〇
単
位
か
ら
六
〇
単
位
へ
と
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い 

　

二
〇
〇
〇
年
に
出
さ
れ
た
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
』
の
中
で
は
、「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
方
式

に
よ
る
大
学
間
連
携
・
交
流
の
促
進
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
策
が
大
学
連
携
組
織
の
設
置
を
後
押
し
て
い 

　

さ
ら
に
経
営
破
た
ん
す
る
大
学
へ
の
対
応
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
は
二
〇
〇
五
年
五
月
に
「
経
営
困
難
な
学
校
法
人
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い

て
―
経
営
分
析
の
実
施
と
学
生
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
考
え
方
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
中
に
は
「
破
綻
法
人
及
び
文
部
科
学
省
等
か

ら
、
当
該
地
域
に
近
隣
の
国
公
私
立
大
学
等
で
構
成
さ
れ
る
学
長
会
議
等
の
大
学
間
連
携
組
織
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ら
の
組
織
、
あ
る
い
は

必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
個
別
の
大
学
等
、
ま
た
地
元
自
治
体
に
対
し
、
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
転
学
受
入
に
つ
い
て
協
力
を
要

請
す
る
」
と
書
か
れ
て
い 

　

本
稿
で
は
、
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
大
学
連
携
組
織
を
基
に
し
て
、
こ
の
組
織
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

次
に
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
（
以
下
、
教
育
ネ
ッ
ト
と
略
記
）
の
事
業
を
取
り
上
げ
な
が
ら
ど
の
事
業
が
発
展
し
て
い
る
の
か
、
分
析
す

（
２
）
る
。

（
３
）
る
。

（
４
）
る
。

（
５
）
る
。
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る
。
こ
の
事
業
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
互
酬
性
（reciprocity

           
）
と
い
う
概
念
の
有
効
性
を
具
体
的
に
検
証
す
る

た
め
で
あ
る
。
大
学
間
の
競
争
は
激
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
で
は
協
力
に
よ
っ
て
各
大
学
に
利
益
が
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
こ
と
も
本
稿

の
目
的
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
大
学
連
携
組
織
の
今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（
１
）　

二
〇
〇
七
年
九
月
一
六
日
現
在
、
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
す
る
組
織
は
四
〇
組
織
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
〇
日
現
在

の
加
盟
数
三
八
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
（「
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
加
盟
組
織
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」『
大
学
構
造
改
革
と
産
・
官
・
学
・
地
域

連
携
の
役
割
・
第
三
回
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
集
』
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
事
務
局
発
行
、
二
〇
〇
七

年
三
月
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
以
降
）。
当
初
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
が
調
査
し
た
時
に
は
三
八
組
織
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
齋
間
健
志
「
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
第
一
回
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
―
」『
私
学
経
営
』

平
成
一
七
年
三
月
、
二
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
大
学
数
な
ど
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
事
務
局
の
集
計
に
よ
る
。

（
２
）　

大
学
審
議
会
『　

世
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
―
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
―（
答
申
）』
八
九

－

九
一
ペ
ー
ジ
。

２１

（
３
）　

同
右
、
七
七

－

七
九
ペ
ー
ジ
。

（
４
）　

大
学
審
議
会
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
審
議
の
概
要
）』
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
５
）　
「『
経
営
困
難
な
学
校
法
人
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
』―
経
営
分
析
の
実
施
と
学
生
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
考
え
方
―
平
成
一
七
年
五
月
」

に
は
「
破
綻
法
人
及
び
文
部
科
学
省
等
か
ら
、
当
該
地
域
に
近
隣
の
国
公
私
立
大
学
等
で
構
成
さ
れ
る
学
長
会
議
等
の
大
学
間
連
携
組
織
が
あ
る
場
合

に
は
そ
れ
ら
の
組
織
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
個
別
の
大
学
等
、
ま
た
地
元
自
治
体
に
対
し
、
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
転
学

受
入
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
組
織
等
を
通
じ
、
各
大
学
等
に
対
し
学
生
の
転
学
受
入
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
確
認
す

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トh
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を
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
に
参
照
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
二
五
（　
　
　

）

三



二　

大
学
連
携
組
織
の
特
徴

　

全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
す
る
三
八
組
織
に
は
、
六
三
六
の
大
学
短
大
が
参
加
し
て
い
る
。
学
生
数
は
百
六
十
六
万
人
に

上
る
。
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
他
の
組
織
を
加
え
る
と
、
八
〇
六
に
な
る
。
規
模
だ
け
で
言
え
ば
、
最
も
大
き
い
大
学
の
組
織
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
組
織
を
基
に
し
て
、
大
学
連
携
組
織
の
特
徴
を
、
設
置
時
期
、
会
員
の

構
成
、
中
心
に
な
っ
て
い
る
組
織
、
主
な
事
業
、
設
置
時
期
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た 

（
一
）
設
置
時
期

　

も
っ
と
も
早
い
設
置
は
、
図
２

－

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九

九
三
年
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
一
一
組
織
、
比
率
で
言
う
と

お
よ
そ
三
割
の
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
残
り

の
一
七
組
織
、
七
割
弱
が
二
一
世
紀
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
年
次
別
に
も
っ
と
も
多
い
の
が
二
〇
〇
一
年
の
八

組
織
で
あ
る
。

（
二
）
会
員
の
構
成

　

表
２

－

１
に
あ
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
四
五
％
の
組
織
が
大
学
だ

（
１
）
い
。
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二
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）

四

表２_１　会員構成

比 率組織数
４４．７％１７大学
２６．３　１０大学・県・市・企業など
１３．２　５大学・市
１０．５　４大学・県
５．３　２大学・県・市
１００　　３８総　　計

図２_１　連携組織の設置年



け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
二
六
・
三
％
が
大
学
・
県
・
市
・
企
業
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
複
合
型
で
あ
る
。
市
と
県
が
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
組
織
を
合
算
し
て
み
る
と
五
五
％
と
な
る
。
本
稿
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
〈
資
料
〉
の
「
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
一

覧
」
に
あ
る
よ
う
に
、
経
済
団
体
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
の
は
近
畿
地
方
以
西
が
多
い
。

（
三
）
中
心
に
な
っ
て
い
る
組
織

　

組
織
の
中
心
を
見
る
た
め
に
、
事
務
局
が
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る
か
調
べ
た
の
が
、
表

２

－

２
で
あ
る
。
国
立
大
学
法
人
に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
組
織
が
も
っ
と
も
多
く
三
一
・

五
％
、
つ
づ
い
て
私
立
大
学
が
二
一
％
で
あ
る
。
市
あ
る
い
は
県
（
外
郭
団
体
も
含
む
）

に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
組
織
も
意
外
と
多
く
、
四
二
％
に
な
る
。
地
方
公
共
団
体
が
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

独
自
に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
組
織
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
、
南
大
阪
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
の
二
組
織
で
あ 

（
四
）
主
な
事
業

　

最
も
代
表
的
な
事
業
は
、
図
２

－

２
に
あ
る
よ
う
に
言

う
ま
で
も
な
く
単
位
互
換
で
あ
る
。
生
涯
学
習
が
つ
づ
く
。

（
２
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
二
七
（　
　
　

）

五

表２_２　事務局の設置場所

比　率組織数
３１．５％１２国立大学法人
２１　　８私立大学
２３．７　９市
１８．４　７県
１３．２　２独自
１００　　３８総　　計

図２_２　事　業



こ
の
二
つ
の
事
業
に
、
半
数
以
上
組
織
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生
交
流
、
高
大
連
携
、
産
官
学
連
携
事
業
が
上
位
五
つ
に
入
っ
て
い 

（
五
）
財
政

　

一
億
円
を
超
え
る
予
算
規
模
を
持
つ
の
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
と
ひ
ょ
う
ご
大
学
連
携
事
業
推
進
機
構
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
は

例
外
で
あ
る
。

　

反
対
に
五
百
万
円
未
満
の
予
算
規
模
の
組
織
は
ち
ょ
う
ど
半
数
で
あ
る
。
一
千
万
円
以
上
は
一
二
の
組
織
、
三
一
・
六
％
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
ほ
と
ん
ど
の
組
織
に
と
っ
て
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
。

　

よ
り
具
体
的
に
分
析
す
る
た
め
に
、
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
の
上
位
四
つ
の
う
ち
三
つ
の
事
業
を
し
て
い
る
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
中
国
を
取
り
上
げ
、
各
事
業
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
、
分
析
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）　

組
織
の
発
足
に
先
立
ち
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
は
全
国
の
連
携
組
織
を
調
査
し
た
。
そ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
組
織
数
は
四
四
で
あ
っ
た
。

『
連
携
で
こ
そ
実
現
可
能
な
新
た
な
学
び
の
探
求
（
第
一
回
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
）』
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
協
議
会
事
務
局
発
行
、
二
〇
〇
五
年
三
月
を
参
照
。

（
２
）　

南
大
阪
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
務
所
は
堺
市
が
出
資
を
し
て
い
る
「
さ
か
い
新
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー
」
に
置
か
れ
て
い
る
が
家
賃
を
支
払
っ

て
い
る
（
小
股
憲
明
『
南
大
阪
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
挑
戦
』
大
阪
公
立
大
学
共
同
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
七
六
ペ
ー
ジ
）。

（
３
）　

二
〇
〇
四
年
の
調
査
で
も
大
学
連
携
組
織
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
単
位
互
換
（
二
〇
組
織
）、
生
涯
学
習
（
一
七
）、
学
生
交
流
（
一
二
）、
高

大
連
携
（
一
〇
）
と
同
じ
順
番
で
あ
る
（
中
元
崇
「
地
域
の
特
性
と
大
学
改
革
」『
中
央
評
論
』
五
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
、
五
六
ペ
ー
ジ
）。

（
３
）
る
。

＜

論　
　

説＞

修
道
法
学　

三
〇
巻　

二
号 

二
二
八
（　
　
　

）

六



三　

大
学
連
携
組
織
（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
）
の
事
業

　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
は
広
島
県
教
育
事
業
団
に
事
務
局
を
置
き
、
広
島
県
高
等
教
育
機
関
等
連
絡
協
議
会
と
い
う
名
称
で
、
一
九
九
八

年
四
月
に
発
足
し
た
。
広
島
県
教
育
委
員
会
が
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
広
島
で
開
催
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
新
規
の
事
業
を
立
ち
上

げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
大
学
連
携
組
織
を
作
り
た
い
と
い
う
大
学
側
の
意
図
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
設
置
は
ス
ム
ー
ズ

と
は
言
え
な
か
っ
た
。
県
教
委
が
事
務
局
を
引
き
受
け
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
発
足
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な 

組
織
の
設
置
に
反
対
し
た

の
は
、
組
織
の
設
立
に
よ
っ
て
ど
の
大
学
が
得
を
す
る
の
か
と
か
、
県
が
介
入
す
る
と
い
う
意
識
を
出
席
し
た
学
長
が
も
っ
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。

　

一
年
間
の
準
備
期
間
を
お
き
、
一
九
九
九
年
か
ら
、
単
位
互
換
と
生
涯
学
習
の
二
つ
の
事
業
を
始
め
た
。

　

二
〇
〇
二
年
か
ら
高
大
連
携
事
業
が
加
わ
り
、
現
在
、
地
域
貢
献
、
教
職
員
研
修
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
組
織
の
典
型
的
な
事
業
で
あ
る
単
位
互
換
、
生
涯
学
習
、

高
大
連
携
事
業
の
三
つ
の
事
業
を
取
り
上
げ 

（
一
）
単
位
互
換

　

一
九
九
九
年
四
月
に
始
め
た
単
位
互
換
は
初
年
度
、
延
べ
履
修
者
数
は
二
一
三
名
で
、
二
〇
〇
七
年
度
は
五
四
三
名
で
あ
る
。
二
・
三
倍
に

な
っ
て
い
る
。
単
位
互
換
に
参
加
し
て
い
る
大
学
の
地
理
的
な
位
置
も
あ
っ
て
、
履
修
者
数
は
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

広
島
修
道
大
学
は
履
修
上
限
単
位
外
で
履
修
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
体
の
履
修
者
数
の
七
割
を
超
え
て
い
る
（
図
３

－

１
参
照
）。
卒

（
１
）
い
。

（
２
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
二
九
（　
　
　

）

七



業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
い
と
い
う
意
図
で
参
加
し
て
い
る
学
生

も
い
る
が
、
や
は
り
自
分
の
大
学
で
は
学
べ
な
い
科
目
を
履
修
す
る
と

い
う
の
が
本
来
の
目
的
だ
ろ
う
。

　

大
学
の
所
在
地
の
地
理
的
な
位
置
に
よ
っ
て
学
生
が
受
講
し
に
く
い

と
い
う
の
は
、
二
〇
〇
七
年
度
の
受
講
生
が
多
い
開
講
形
態
を
見
る
と

よ
く
わ
か
る
。
集
中
講
義
が
一
九
三
名
、
四
時
半
以
降
か
ら
夜
間
一
〇

三
名
、
朝
一
番
の
一
限
の
授
業
に
七
三
名
と
、
こ
の
三
つ
で
全
体
の
七

割
弱
に
な
る
。

　

受
講
者
の
多
い
「
宗
教
と
現
代
」
や
「
世
界
の
映
画
を
観
る
」「
日
本
フ
ァ
ン
タ
ー
ジ
ー

論
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
集
中
講
義
で
あ
る
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
入
門
」「
平
和
と
人
権
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
マ
ツ
ダ
財
団
寄
附

講
座
）」
な
ど
は
特
色
あ
る
科
目
と
言
え
る
。
ま
た
、
自
大
学
か
ら
受
講
で
き
る
「
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
」
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
講
義
も
、
今
後
提
供
を
期
待
さ
れ
る
。

（
二
） 
生
涯
学
習

　

生
涯
学
習
の
延
べ
受
講
者
数
は
五
五
八
三
名
で
あ
る
。
連
携
組
織
が
実
施
し
て
い
る
生
涯
学
習
講
座
の
中
で
は
、
二
番
目
に
受
講
者
数
が
多

 

こ
の
四
年
間
で
、
登
録
者
、
履
修
者
と
も
一
・
六
、
一
・
七
倍
程
度
の
伸
び
で
あ
る
。
順
調
に
受
講
者
数
が
増
え
て
い
る
の
は
、
開
講
の

（
３
）
い
。

＜

論　
　

説＞

修
道
法
学　

三
〇
巻　

二
号 

二
三
〇
（　
　
　

）

八
表３_１　単位互換

２００７年度１９９９
５４３名２１３名延べ履修者数
２５６　１６４　実質履修者数

図３_１　事業単位互換（派遣・受入）



時
間
帯
や
前
期
と
後
期
、
開
催
場
所
な
ど
に
注
意
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
開
講
す
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
県
立
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
と
広
島
市
の
交
流
プ
ラ
ザ
の
二
ヶ
所
で
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
度
、
受
講
生
の
多
い
講
座
は
「
世
界
文
化
遺
産
宮
島
の
魅
力
を
語
る
」（ 
鈴
峯
女
子
短
大
）、「
厳
島
の
歴
史

と
文
化
」（ 
県
立
広
島
大
）、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め
の
経
済
再
入
門
」（
広
島
経
済
大
）、「
現
代
社
会
と
簿
記
・
会
計
」（
修

大
）
な
ど
で
あ
る
。

　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
で
も
、
教
職
を
希
望
す
る
学
生
を
対
象
に
「
こ
れ
か
ら
の
教
師
像
」
を
独
自
に
開
催
し
、
県
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
「
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
共
同
開
催
し
て
い
る
け
れ
ど
も
恒
常
的
に
採
算
の

取
れ
る
受
講
者
を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。

（
三
）
高
大
連
携

　

三
つ
の
事
業
の
う
ち
も
っ
と
も
発
展
し
て
い
る
の
が
高
大
連
携
事
業
で
あ 

表
３

－

３
の
よ

う
に
、
過
去
六
年
間
で
受
講
者
総
数
は
七
倍
近
い
、
三
〇
〇
〇
名
近
く
ま
で
な
っ
て
い
る
。
科
目
の
提
供
は
高
校
生

の
た
め
に
作
ら
れ
た
高
大
連
携
公
開
講
座
と
大
学
の
正
規
の
授
業
科
目
で
あ
る
公
開
授
業
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
度
の
受
講
者
数
は
、
公
開
授
業
が
二
〇
〇
名
強
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
の
に
対
し
て
、
公
開
講
座
の
伸

び
が
毎
年
著
し
い
。
高
校
と
大
学
の
両
者
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
て
い
る
。

　

教
育
ネ
ッ
ト
は
、
高
大
連
携
の
新
規
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
〇
七
年
ま
で
の
新
規
事
業
を
例
示

す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
４
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
三
一
（　
　
　

）

九

表３_２　生涯学習

２００６年度２００３
１３１１名（１．６倍）７９８名登 録 者 数
　５５８３　（１．７倍）　３２７１　延べ受講者数

表３_３　高大連携

２００７年度２００２年度
２４　１８　参加大学数
７５　４４　参加高校数
２８０２名３１０名受 講 者 数

（備北地区１３０２名を含む）



　

広
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
・
広
島
市
・
呉
市
教
育
委
員
会
へ
の
加
盟

　

高
校
・
大
学
・
教
育
委
員
会
か
ら
成
る
高
大
連
携
委
員
会
の
設
置

　

科
目
等
履
修
制
の
導
入
（
公
開
授
業
を
大
学
後
単
位
認
定
で
き
る
制
度
を
導
入
）

　

一
年
に
二
回
の
受
講
生
の
募
集
（
公
開
講
座
）

　

県
北
地
区
で
の
高
大
連
携
公
開
講
座
の
開
講

　
「
学
習
記
録
」
の
発
行

　

広
島
市
立
高
校
の
授
業
参
観

　

高
大
連
携
公
開
授
業
と
公
開
講
座
で
は
、
図
３

－

２
及
び
図
３

－

３
の
よ
う
に
、
受
講
理
由
（「
高

校
の
授
業
の
理
解
に
役
立
つ
」「
進
路
選
択
に
役
立

つ
」）
が
異
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
二
つ
の
講
座

の
受
講
者
と
も
九
割
近
く
が
進
路
選
択
に
役
立
つ

と
い
う
プ
ラ
ス
の
評
価
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

大
連
携
公
開
講
座
を
個
別
高
校
で
見
て
も
、
一
年

目
と
二
年
目
を
比
較
し
、
受
講
生
の
進
路
意
欲
が

高
ま
っ
て
い 

　

二
〇
〇
六
年
度
の
高
大
連
携
公
開
講
座
の
大
学

（
５
）
る
。

＜

論　
　

説＞

修
道
法
学　

三
〇
巻　

二
号 

二
三
二
（　
　
　

）

一
〇

図３_３　高大連携公開講座

図３_２　高大連携公開授業



別
受
講
者
数
は
表
３

－

４
の
と
お
り
で
あ
る
。
広
島
大
学
が
も
っ
と
も
多
く
、
四
〇
〇
名
で
あ
る
。
県

立
広
島
大
学
三
五
二
名
が
つ
づ
く
。
こ
の
両
者
の
受
講
者
数
が
多
い
の
は
、
各
大
学
の
提
供
科
目
数
に

も
よ
る
が
、
県
教
委
と
高
校
側
が
国
立
公
立
大
学
の
受
験
を
薦
め
る
と
い
う
理
由
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。

　

た
し
か
に
難
易
度
の
高
い
大
学
が
利
益
を
得
て
い
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
短
大
に
も
多

く
の
受
講
者
が
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
校
生
に
い
か
に
関
心
の
あ
る
科
目
を
提
供
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

（
１
）　

市
川
太
一
『　

年
後
を
展
望
す
る
中
規
模
大
学
―
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
学
習
支
援
・
連
携
』
東
信
堂
、
二

３０

〇
〇
七
年
、
二
〇
八
頁
を
参
照
。

（
２
）　

こ
こ
で
は
教
育
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。
各
種
の
デ
ー
タ
は
教
育

ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
『
二
〇
〇
七
年
度
版
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』http://w

w
w

.enica.jp/leaflet/

 
       
 
 
                   

2007.pdf

        
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）　

全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
各
組
織
の
生
涯
学
習
の
受
講
者
数
は
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
京
都
が
九
五
二
六
名
、
教
育
ネ
ッ
ト
が
五
五
八
三
名
、
八
王
子
市
学
園
都
市
連
絡
会
が
五
四
八
八
名
で
あ
る
。
教
育
ネ
ッ
ト
の
受
講
者
数
は
多

い
方
か
ら
二
番
目
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
第
四
回
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
生
涯
学
習
分
科
会
を
担
当
し
た
学
術
・
文

化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
の
程
島
俊
介
常
務
理
事
の
調
査
に
よ
る
。
二
〇
〇
七
年
八
月
七
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
三
八

組
織
を
対
象
に
行
わ
れ
、
三
〇
組
織
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回
答
率
は
七
九
％
で
あ
っ
た
。

（
４
）　

高
大
連
携
に
つ
い
て
は
市
川
太
一
「
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
地
域
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」『
私
学
経
営
』
二
〇
〇
二
年
一
二
月
号
を
参
照
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
三
三
（　
　
　

）

一
一

表３_４　高大連携公開授業・公開講座参加大学・参加者数

公開講座大　学　名公開授業大　学　名
４００広島大学９１広島大学
３５２県立広島大学２３比治山短大
１５７広島文化短大１９近大工学部
９５安田女子大学１５県立広島大学
６７広島経済大学１２比治山大学
５１広島工業大学１１広島修道大学
４２広島修道大学１０広島経済大学
２６安田女子短大８エリザベト音大



（
５
）　

松
本
小
百
合
「
高
校
改
革
と
高
大
連
携
」『
大
学
連
携
か
ら
は
じ
め
る
地
域
の
活
性
化
（
第
二
回
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
報
告
集
）』
二
〇
〇
六
年
三
月
を
参
照
。

四　

大
学
連
携
組
織
（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
）
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
い
い
の
か

　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
の
三
つ
の
主
要
な
事
業
を
見
て
き
た
。
こ
の
事
業
が
今
ま
で
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
発
展
し
て
き
て
い
る
の
は
、

大
学
間
、
中
高
大
間
、
大
学
と
地
方
公
共
団
体
な
ど
、
関
係
者
相
互
に
互
酬
性
が
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
『
孤
独
な
ボ
ー
リ
ン
グ
』
と
い
う
本
の
中
で
、
互
酬
性
と
い
う
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。

　

互
酬
性
と
は
「
直
接
何
か
が
す
ぐ
返
っ
て
く
る
こ
と
は
期
待
し
て
い
な
い
し
、
あ
る
い
は
あ
な
た
が
誰
で
あ
る
か
す
ら
知
ら
な
く
と
も
、
い

ず
れ
は
あ
な
た
か
誰
か
他
の
人
が
お
返
し
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
今
こ
れ
を
あ
な
た
の
た
め
に
し
て
あ
げ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ 

　
「
互
酬
性
の
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
個
々
の
行
為
は
、
短
期
的
愛
他
主
義
と
、
長
期
的
な
自
己
利
益
と
呼
び
う
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
通
常
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
あ
な
た
が
将
来
助
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
無
駄
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
、
不
確
か
な
、
計
算
外
の
）

期
待
に
よ
っ
て
、
私
は
今
ま
さ
に
あ
な
た
を
助
け
る
。」

　

パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
般
的
互
酬
性
の
原
則
に
従
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
成
員
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
隣
の
庭
に
吹
き
飛
ぶ
前
に
落
ち
葉
を
掃
き
集
め
、
見
知
ら
ぬ
人
に
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
の
小
銭
を
貸
し
、
週
の
残
業
代
で
皆
に
お
ご
っ

て
や
り
、
友
人
の
家
に
目
を
配
り
、
日
曜
学
校
に
持
っ
て
い
く
軽
食
の
当
番
を
し
、
下
の
会
の
ヤ
ク
中
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見 

　

大
学
は
相
互
に
競
争
関
係
に
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
大
学
は
少
子
化
の
中
で
志
願
者
と
入
学
者
の
確
保
を
目
指
し
て
競
争
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
直
接
的
な
競
争
と
は
異
な
っ
た
次
元
に
お
い
て
互
酬
性
が
働
い
て
い
る
。

（
１
）
る
。」

（
２
）
る
」
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（
一
）
互
酬
性
か
ら
見
た
事
業

　

単
位
互
換

　

単
位
互
換
は
各
大
学
が
授
業
科
目
を
提
供
し
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
の
事
務
局
（
単
位
互
換
）

が
科
目
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
、
冊
子
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
示
す
る
。
各
大
学
は
事
務
局

に
履
修
希
望
者
の
書
類
を
送
付
し
、
次
に
事
務
局
は
各
大
学
に
履
修
許
可
者
名
な
ど
を
通
知
す
る
。

　

単
位
互
換
は
、
大
学
相
互
に
ど
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

学
生
は
自
分
の
大
学
に
な
い
科
目
を
受
講
で
き
単
位
の
取
得
が
で
き
る
、
私
立
大
学
に
は
私

学
共
済
事
業
団
か
ら
補
助
金
が
出
る⇔
教
員
に
他
大
学
の
学
生
の
実
態
を
知
る
機
会
と
な
り
、

学
び
た
い
学
生
の
受
講
に
よ
っ
て
講
義
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る

　

生
涯
学
習

　

次
に
、
生
涯
学
習
で
あ
る
。

　

生
涯
学
習
講
座
は
、
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
財
団
法
人
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
交
流

プ
ラ
ザ
（
広
島
市
）
の
二
ヶ
所
で
開
い
て
い
る
。

　

教
育
ネ
ッ
ト
が
各
大
学
に
講
座
の
開
講
を
依
頼
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
交
流
プ
ラ
ザ
と
調
整

し
て
開
講
す
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
三
五
（　
　
　

）

一
三

図４_２　生涯学習 図４_１　単位互換



　

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
相
互
利
益
が
あ
る
。

　

大
学
は
講
座
の
企
画
と
講
師
の
派
遣
を
通
じ
て
大
学
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
知
識
の
社
会
還
元
が
で
き
る⇔

地
方
公
共
団
体
は
教
育
基

本
法
に
定
め
ら
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
生
涯
学
習
講
座
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
会
場
を
無
料
で

提
供
し
、
市
民
に
広
報
す
る⇔

市
民
は
質
の
高
い
講
座
を
無
料
あ
る
い
は
安
価
で
受
講
で
き
る

　

高
大
連
携

　

最
後
に
、
高
大
連
携
で
あ
る
。
も
っ
と
も
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

　

教
育
ネ
ッ
ト
が
大
学
に
授
業
科
目
・
公
開
講
座
の
科
目
を
依
頼
す
る
。
そ
の
情
報
を
広
島
県
教
育

委
員
会
、
広
島
市
教
育
委
員
会
、
呉
市
教
育
委
員
会
に
提
供
す
る
と
と
も
に
教
育
ネ
ッ
ト
の
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
す
る
。
各
高
校
は
履
修
の
希
望
を
各
教
育
委
員
会
・
広
島
県
私
立
中
学
・
高
等
学
校
協
会
へ

知
ら
せ
、
教
育
委
員
会
は
そ
れ
を
各
大
学
に
通
知
す
る
。

　

高
大
連
携
に
は
相
互
に
次
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
。

　

大
学
は
志
願
者
・
入
学
者
の
確
保
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
科
目
等
履
修
生
の
受
け
入
れ
を
す
れ
ば
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
、
高
校
生
の
実
態
を
把
握
で
き
る⇔

高
校
は
進
学
実
績
を
あ
げ
た
い
、
講
座
の
受
講
が
高
校
で
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

高
校
で
の
教
育
活
動
に
寄
与
す
る⇔

高
校
生
は
自
分
の
進
学
し
た
い
大
学
の
授
業
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
将
来
の
進
路
の
参
考
に
な
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る
、
大
学
の
授
業
の
受
講
が
高
校
で
の
学
習
意
欲
の
増
加
に
つ
な
が
る⇔

地
域
社
会
に
は
将
来
地
元
で
学
び
、
働
く
人
材
育
成
に
つ
な
が

る
。

　

利
害
関
係
者

　

三
つ
の
事
業
の
利
害
関
係
者
は
、
単
位
互
換
が
大
学
と
大
学
生
、
生
涯
学
習
が
大
学
、
生
涯
学
習
施
設
と
市
民
、
高
大
連
携
が
大
学
、
高
校
、

教
育
委
員
会
と
高
校
生
と
な
る
。

　

組
織
と
し
て
の
利
害
関
係
者
は
単
位
互
換
が
大
学
、
生
涯
学
習
が
大
学
と
生
涯
学
習
施
設
、
高
大
連
携
が
大
学
、
教
育
委
員
会
と
高
校
と
な
っ

て
い
る
。
組
織
と
し
て
の
利
害
関
係
者
数
は
、
高
大
連
携
が
も
っ
と
も
多
い
。

　

連
携
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
相
手
が
い
な
い
と
で
き
な
い
。
単
位
互
換
に
参
加
し
て
い
る
大
学
が
あ
る
程
度
多
い
方
が
、
学
生
の
受
講
機
会

が
増
え
る
。
生
涯
学
習
も
多
く
の
分
野
や
科
目
が
あ
る
方
が
市
民
の
関
心
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、
受
講
機
会
も
増
す
。
高
大
連
携
も
同
様
で

あ
る
。
あ
る
程
度
の
事
業
の
提
供
者
が
多
い
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
受
益
者
に
便
益
が
増
す
。

　

高
大
連
携
を
例
に
考
え
る
と
、
事
業
を
単
独
で
提
供
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
単
独
の
場
合
、
自
分
の
大
学
だ
け
で
す
べ
て
の
業

務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
効
率
と
な
る
。
他
方
、
高
校
側
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
高
校
生
が
一
つ
の
大
学
へ
進
学
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
難
易
度
が
高
い
大
学
か
ら
低
い
大
学
ま
で
各
種
の
大
学
が
あ
っ
た
方
が
高
校
側
、
高
校
生
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
の
提
供

　

も
う
す
こ
し
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
三
つ
の
事
業
で
異
な
っ
て
い
る
面
が
あ
る
。

　

単
位
互
換
は
各
大
学
が
提
供
す
る
の
は
授
業
科
目
で
あ
り
、
学
生
が
受
講
し
た
い
科
目
を
提
供
す
る
大
学
へ
行
く
。
単
位
互
換
の
事
務
は
教

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
三
七
（　
　
　

）

一
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育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
っ
て
い
る
。

　

高
大
連
携
も
単
位
互
換
と
同
じ
で
あ
る
。
単
位
互
換
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
教
育
ネ
ッ
ト
以
外
に
教
育
委
員
会
や
私
立
の
団
体
が
各
組
織
の

下
に
あ
る
高
校
の
科
目
の
履
修
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
高
校
は
利
益
の
受
益
者
の
面
が
強
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
生
涯
学
習
と
中
高
大
連
携
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習
は
、
大
学
は
科
目
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
施
設
は
施
設
を

提
供
し
、
広
報
を
担
当
す
る
。

　

県
北
地
区
で
行
っ
て
い
る
中
高
大
連
携
で
は
、
大
学
は
公
開
講
座
の
科
目
を
提
供
し
、
高
校
は
当
日
の
各
教
室
で
講
座
の
運
営
を
し
、
実
施

場
所
は
高
校
が
提
供
し
て
い
る
。

　

高
大
連
携
の
よ
う
に
高
校
が
一
方
的
な
受
益
者
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
は
自
分
の
大
学
に
進
学
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

期
待
感
か
ら
だ
ろ
う
。

　

連
携
と
い
う
面
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る
資
源
を
相
互
に
提
供
し
あ
う
生
涯
学
習
や
中
高
大
連
携
型
が
好
ま
し
い
。
と
く

に
地
方
公
共
団
体
の
積
極
的
な
支
援
が
な
い
地
域
で
は
、
こ
の
資
源
を
相
互
に
提
供
し
あ
う
方
法
が
よ
い
。
た
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
異
な
り
、
利
益
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
な
い
点
で
あ 

　

ど
の
事
業
も
パ
ッ
ト
ナ
ム
が
い
う
短
期
的
愛
他
主
義
と
長
期
的
な
自
己
利
益
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
あ
な
た
が
将
来
助
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
無
駄
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
、
不
確
か
な
、
計
算
外
の
）

期
待
に
よ
っ
て
、
私
は
今
ま
さ
に
あ
な
た
を
助
け
る
。」　

　

厳
密
に
費
用
対
効
果
を
計
算
し
、
即
時
的
な
利
益
の
交
換
を
求
め
る
と
、
い
ず
れ
の
事
業
も
成
り
立
た
な
い
。
高
大
連
携
に
し
て
も
実
際
に

自
分
の
大
学
に
入
学
し
て
く
る
比
率
は
一

－

二
割
に
過
ぎ
な
い
。
費
用
対
効
果
と
い
う
観
点
で
は
説
明
で
き
な
い
面
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
受

（
３
）
る
。
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益
者
は
、
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
つ
大
学
生
、
高
校
生
、
社
会
人
で
あ
り
、
大
学
に
と
っ
て
は
教
育
機
会
の
提
供
は
本
来
的
な
機
能
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が
成
り
立
つ
の
は
、
地
域
に
社
会
関
係
資
本
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ 

（
二
）
経
済
的
利
益

　

単
位
互
換
に
よ
る
経
済
的
利
益
（
補
助
金
）
を
二
〇
〇
二

－
〇
六
年
ま
で
計
算
す
る
と
、
表
４

－

１
の
よ
う
に
な
る
。

　

単
位
互
換
を
実
施
す
る
と
、
受
講
者
数
に
応
じ
て
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
か
ら
補
助
金
（
五
〇
万
か
ら
三

五
〇
万
円
）
が
出
る
。
五
年
間
の
総
額
で
単
位
互
換
を
実
施
し
て
い
る
大
学
の
補
助
金
総
額
は
一
億
三
八
八
五
〇
万
円
に

な
る
。
も
っ
と
も
多
い
大
学
は
毎
年
三
五
〇
万
円
、
五
年
間
の
累
計
額
は
一
七
五
〇
万
円
に
な
る
。

　

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
高
校
生
を
科
目
等
履
修
生
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
る
大
学
に
は
、
単
位
互
換
と
同
じ
よ
う
に
補
助
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
を
始
め
る
と
き
、
単
位
互
換
を
す
れ
ば
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
説
得

を
し
、
そ
れ
で
反
対
を
し
な
く
な
っ
た
大
学
が
あ
る
。
補
助
金
を
受
け
取
る
た
め
に
事
業
を
す
る
の
で
は
な
い
が
、
補
助

金
は
事
業
を
実
施
す
る
際
に
少
な
く
と
も
連
携
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
。
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m

unity

        
 
        
  
 
     ,Sim

on
&

Schuster,

     
    
           

2000.

      
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
（
柴
内
康
文
訳
）『
孤
独
な
ボ
ー
リ
ン
グ
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
一
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
２
）　

同
右
、
一
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
４
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
三
九
（　
　
　

）

一
七

表４_１　単位互換による補助金（私立大学・短大／０２–０６年）

２２５０万～３１００万円単年度１億３８５０万円総補助金額
２７７０万　平均（総金額）１８５万円平均（単年度）
５０万　最低補助金３５０万　最高補助金
２５０万　総金額（最低）１７５０万　総金額最高（５年）



（
３
）　

パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
「
共
に
す
る
こ
と
」（doing

w
ith

       
   
）
と
「
た
め
に
す
る
こ
と
」（doing

for

         
）
を
区
別
し
、
前
者
が
社
会

的
な
つ
な
が
り
を
産
む
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
右
、
一
三
四

－

一
三
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

（
４
）　

金
子
郁
容
は
社
会
関
係
資
本
の
意
義
を
「
関
係
性
に
注
目
し
た
こ
と
、
そ
し
て
関
係
性
と
い
う
、
従
来
は
捉
え
が
た
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
フ
ラ
ジ
ャ

イ
ル
な
も
の
が
、
経
済
的
ま
た
は
そ
の
他
の
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
産
む
源
だ
と
い
う
主
張
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
金

子
郁
容
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
新
版
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
六
六
ペ
ー
ジ
）。

五　

大
学
連
携
組
織
（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
）
の
課
題

　

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
は
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
に
筆
者
が
広
島
工
業
大
学
川
崎
尚
学
長
に
話
を
し
て
、
広
島
経
済
大
学
石
田
恒
夫
学
長

な
ど
と
県
内
の
大
学
に
よ
び
か
け
を
結
成
で
き
た
。
し
か
し
当
初
、
一
回
の
会
合
で
は
結
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
再
度
、
集
ま
っ
て
も
ら
っ

て
発
足
で
き
た
。
組
織
が
な
ぜ
こ
こ
ま
で
発
展
で
き
た
の
か
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
発
案
者
が
あ
っ
て
、
そ
の
提
案
を
支
持
す
る
役
員
が
少
な
く
と
も
一
名
、
で
き
れ
ば
二
名
い
る
と
新
し
い
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

第
二
に
、
合
意
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
会
員
数
が
三
〇
前
後
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
大
学
が
す
べ
て
の

事
業
に
参
加
し
て
始
め
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
最
初
は
一
〇
く
ら
い
の
組
織
か
ら
始
め
、
成
果
が
あ
が
れ
ば
次
第
に
新
規
事
業
へ
の

参
加
組
織
が
増
え
て
い
く
。

　

第
三
に
、
互
酬
性
で
あ
る
。
連
携
す
る
と
す
ぐ
に
何
か
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
短
期
的
な
愛
他
主
義
と
長
期
的
な
自
己
利
益
と
い
う
互
酬
性
の
考
え
方
に
立
つ
の
が
連
携
事
業
で
は
よ
い
。
県
北
地
域
で
開
催
す
る
中
高

＜

論　
　

説＞

修
道
法
学　

三
〇
巻　

二
号 

二
四
〇
（　
　
　

）

一
八



大
連
携
公
開
講
座
は
大
学
と
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
出
し
合
っ
て
公
開
講
座
を
開
講
す
る
。
組
織
の
構
成
員
間
に
信
頼
関
係
を
築
く
た
め

に
は
、
会
議
や
研
修
を
開
く
と
き
に
は
加
盟
校
に
職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
大
学
以
外
の
組
織
の
支
援
協
力
と
補
助
金
の
存
在
で
あ
る
。
教
育
ネ
ッ
ト
の
発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
の
支
援

が
大
き
か
っ
た
。
教
育
事
業
団
に
事
務
局
を
置
き
、
事
務
局
長
を
事
業
団
の
職
員
と
兼
務
し
て

も
ら
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
〇
年
経
過
し
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
連
携
組
織
が
直
面
す
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
財
政
・
組
織
基
盤
の
確
立
で
あ
る
。
図
５

－

１
に
あ
る
よ
う
に
、
全
国
レ
ベ
ル
で

も
財
政
問
題
が
連
携
組
織
の
も
っ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
会
員
か
ら
の
会
費
を
基
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
事
業
が
増
え
、
十
分

で
は
な
い
。
ま
た
教
育
ネ
ッ
ト
で
働
く
職
員
の
雇
用
条
件
も
よ
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
組

織
も
少
数
の
教
職
員
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
織
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
、
公
益
法
人
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
新
し
い
法
律
が
施
行
さ
れ
る
。
今
ま
で
と
異
な
り
、
社
団
法
人

や
財
団
法
人
の
設
立
要
件
が
緩
和
さ
れ 

　

第
二
に
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
連
携
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
連

携
組
織
も
地
域
間
競
争
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
連
携
組
織
は
地
方
公
共
団
体
や
経
済
団
体
、
企
業

（
１
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
四
一
（　
　
　

）

一
九

図５_１　連携組織の課題



な
ど
が
支
援
す
る
連
携
組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
と
に
分
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　

大
学
は
地
域
社
会
に
支
援
し
て
も
ら
え
る
大
学
に
な
る
必
要
が
あ
り
、
他
方
で
は
地
域
社
会
は
教
育
研
究
面
で
評
価
で
き
る
大
学
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
社
会
に
お
け
る
大
学
の
価
値
は
人
材
供
給
の
面
で
も
、
経
済
的
な
意
味
で
も
大
き
い
。
大
学
連
携
組
織
は
こ

れ
ら
の
大
学
の
集
合
体
で
あ 

　

最
後
に
、
政
府
や
文
部
科
学
省
か
ら
の
支
援
で
あ
る
。
従
来
の
単
位
互
換
や
高
大
連
携
は
継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
私
立
大
学
を
対
象
と
し
て
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
か
ら
「
地
域
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
支
援
」
が
平
成
一
九
年
度
か
ら
始
ま
っ 

　

平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
「
大
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
（『
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方

針
二
〇
〇
七
』）。
文
部
科
学
省
は
「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」
を
要
求
し
て
い
る
。
総
額
五
〇
億
円
で
あ
る
。
こ
の
要
求
が
ど
の
程
度
通

る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
が
、
連
携
組
織
を
支
援
す
る
事
業
が
始
ま
る
。
よ
う
や
く
連
携
組
織
も
公
的
に
認
知
さ
れ
た
と
言
え
る
。
文
部
科
学
省

の
方
針
は
評
価
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
連
携
組
織
を
支
援
す
る
の
か
、
そ
の
支
援
方
法
が
重
要
で
あ
る
。「
地
域
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
支
援
」

事
業
は
、
連
携
組
織
に
対
し
て
加
盟
大
学
数
に
応
じ
て
補
助
金
が
出
る
と
言
う
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
域
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成

支
援
」
は
拠
点
校
を
定
め
、
拠
点
校
が
連
携
組
織
に
補
助
金
を
渡
す
方
式
に
な
り
、
連
携
組
織
の
立
場
か
ら
は
評
価
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
始
ま
る
「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」
は
、
結
果
的
に
組
織
力
と
財
政
力
の
あ
る
連
携
組
織
が
事

業
を
受
託
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
委
託
事
業
の
形
式
は
ま
だ
連
携
組
織
の
組
織
基
盤
が
弱
い
段
階
で
は
適
切
と
は
言

え
な
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
連
携
組
織
を
育
成
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
連
携
組
織
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
連
携
組
織
の

代
表
的
な
事
業
に
対
し
て
、
単
位
互
換
や
科
目
等
履
修
制
に
よ
る
高
大
連
携
事
業
な
ど
の
よ
う
な
一
律
的
な
補
助
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
る
。

（
３
）
た
。
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次
に
、
補
助
金
な
ど
を
受
給
す
る
方
法
も
大
学
連
携
組
織
が
受
給
し
や
す
い
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
事
業
団
の
拠
点
校
方

式
は
一
歩
前
進
で
あ
る
が
、
拠
点
校
を
ど
の
大
学
が
引
き
受
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
も
と
も
と
単
位
互
換
は
Ａ
大
学
と
Ｂ
大
学
の

二
つ
の
大
学
の
互
換
を
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
は
一
〇
、
二
〇
、
三
〇
の
大
学
が
参
加
す
る
連
携
組
織
と
い
う
形
に
な
っ

て
お
り
、
そ
う
す
る
と
事
業
を
す
る
際
に
連
携
組
織
が
介
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
単
位
互
換
制
度
に
よ
っ
て
学
生
が
受
講
す
る
大
学
に
補
助
金

が
支
給
さ
れ
る
現
行
の
単
位
互
換
の
方
式
も
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い 

い
ず
れ
に
し
ろ
、
連
携
組
織
が
直
接
補
助
金
や
委
託
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
連
携
組
織
の
公
益
法
人
化
が
課
題
と
な 

　

文
部
科
学
省
は
大
学
連
携
組
織
を
育
成
す
る
計
画
を
示
し
、
大
学
連
携
組
織
は
そ
れ
に
対
応
し
た
組
織
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
１
）　

例
え
ば
梅
澤
敦
「
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
３
法
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』N

o.1323,

 
        
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
五
日
号
を
参
照
。

（
２
）　

二
〇
〇
七
年
度
の
全
国
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
連
携
の
意
義
を
問
う
」
の
パ
ネ
リ
ス
ト
脇
田
寛
氏
は
京

都
市
総
合
企
画
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
大
学
政
策
・
市
民
参
加
担
当
部
長
で
あ
り
、
山
口
あ
を
い
氏
は
大
阪
市
計
画
調
整
局
都
市
再
生
振
興
部
科
学

技
術
振
興
担
当
課
長
で
あ
る
。
両
市
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
に
関
連
し
た
担
当
役
職
者
を
置
い
て
い
る
。
京
都
市
は
京
都
駅
前
に
す
で
に
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
を
建
設
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
す
で
に
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
阪
市
は
大
阪
駅
前
第
２
ビ
ル
四
階
を
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
大
阪
と
関
西
社
会
人
大
学
院
連
合
に
無
償
で
提
供
す
る
協
定
を
結
び
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
か
ら
使
用
す
る
。

（
３
）　
「
平
成
一
九
年
度
私
立
大
学
経
常
費
補
助
金
の
予
算
」『
月
報
私
学
』（
一
一
二
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）、
二
ペ
ー
ジ
以
降
。
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
の
『
月
報
私
学
』（http://w

w
w

.shigaku.go.jp/g_geppo.htm

        
 
 
                          

）
を
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
参
照
。

（
４
）　

勝
野
頼
彦
『
高
大
連
携
と
は
何
か
―
高
校
教
育
か
ら
見
た
現
状
・
課
題
・
展
望
』
学
事
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
九
〇
ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
。
勝
野
は

高
大
連
携
の
形
態
に
つ
い
て
、
Ａ
大
学
と
Ａ
高
校
、
Ａ
大
学
と
教
育
委
員
会
と
複
数
高
校
、
複
数
大
学
・
大
学
側
の
組
織
と
教
育
委
員
会
と
複
数
高
校

の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
い
る
（
九
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は
と
く
に
補
助
金
の
形
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
よ
り
進
化
し
た
形

（
４
）
か
。

（
５
）
る
。

互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
四
三
（　
　
　

）

二
一



態
に
対
応
し
た
補
助
形
式
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）　

現
在
法
人
組
織
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
が
財
団
法
人
、
学
術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
が
社
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
南
大
阪
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
分
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
阪
（
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
）
で
あ
る
。
学

術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
が
社
団
法
人
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
程
島
俊
介
「
連
携
組
織
の
多
様
な
展
開
を
考
え
る
に
当
た
っ

て
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
の
実
践
」『
私
学
経
営
』
平
成
一
七
年
一
一
月
号
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
法
人
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
し
て
、
行
政
か
ら
の

補
助
金
の
受
け
皿
、
他
の
組
織
と
の
連
携
が
や
り
や
す
く
な
る
、
将
来
的
に
考
え
ら
れ
る
課
税
優
遇
措
置
、
加
盟
機
関
か
ら
の
人
の
派
遣
が
得
や
す
く

な
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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修
道
法
学　

三
〇
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二
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二
四
四
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）

二
二



互
酬
性
か
ら
み
た
大
学
連
携
（
市
川
） 

二
四
五
（　
　
　

）

二
三

〈資料〉　全国大学コンソーシアム協議会会員一覧

企業
経済団
体など

県　　　と　　　市団　　　体　　　名
事務局所在地
都道府県

主　　な
活動地域

函館市函館市高等教育機関連携推進協議会北 海 道北 海 道

大学コンソーシアムあきた秋 田 県

東北地方 山形県大学コンソーシアムやまがた山 形 県

福島県高等教育協議会福 島 県

大学コンソーシアムとちぎ栃 木 県

関東地方

彩の国大学コンソーシアム埼 玉 県

１９１１多摩市など１０市社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩

東 京 都
f-Campus

首都圏西部大学単位互換協定会

１八王子市八王子市学園都市連絡会

横浜市内大学間学術・教育交流協議会神奈川県

石川県・金沢市など１７市２町大学コンソーシアム石川石 川 県

中部地方

長野県大学連絡協議会長 野 県

１岐阜県国際ネットワーク大学コンソーシアム岐 阜 県

浜松市など３市静岡県西部高等教育ネットワーク会議
静 岡 県

大学ネットワーク静岡

愛知県・名古屋市愛知学長懇話会
愛 知 県

瀬戸市大学コンソーシアムせと

滋賀県環びわ湖大学連携推進会議滋 賀 県

近畿地方

４京都市財団法人大学コンソーシアム京都京 都 府

大学コンソーシアム大阪
大 阪 府

ＮＰＯ法人南大阪地域大学コンソーシアム

１西宮市西宮市大学交流協議会

兵 庫 県 ７兵庫県ひょうご大学連携事業推進機構

大学コンソーシアムひょうご神戸

７奈良県・奈良市など４市、２町奈良県大学連合奈 良 県

高等教育機関コンソーシアム和歌山和歌山県

大学コンソーシアム山陰鳥 取 県

中国地方 １広島市教育委員会・呉市教育委員会教育ネットワーク中国広 島 県

大学コンソーシアムやまぐち山 口 県

北九州市・下関市北九州・下関高等教育機関会議
福 岡 県

九州地方

１１久留米市・福岡県・久留米市教育委員会久留米学術研究都市づくり推進協議会

長崎県NICE キャンパス長崎長 崎 県

熊本県３大学単位互換協定
熊 本 県

７熊本県・熊本市高等教育コンソーシアム熊本

７大分県・別府市特定非営利活動法人大学コンソーシアムおおいた大 分 県

宮崎県高等教育コンソーシアム宮崎宮 崎 県

鹿児島県内大学等間の授業交流協議会鹿児島県

『大学の構造改革と産・官・学・地域連携の役割』( 全国大学コンソーシアム協議会事務局）２００７年３月から作成した。


